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　去る 7 月 18 日、江戸東京博物館で本学会のメンバー

21 名と一緒になって今年度の「発掘された日本列島」

展を見学した。鮮やかに復元された甲塚古墳の埴輪を

はじめ全国から集まった数々の出土品をじっくりと観

察できた。21 年目を迎えたこの列島展は、すっかり

考古学界の年中行事になっているが、実は国際交流に

貢献する役割も果たしている。毎年、列島展が紹介す

る遺跡の中から主要なものがいくつか英訳され、日本

考古学協会のホームページに公開されている。 

　その発端は、2002 年に協会の国際交流委員会が「英

語圏に向けて日本の考古学に関する情報をより多く提

供する」課題を検討した際、「どのような情報が必要

とされるだろうか」との問いがあった。それに対し

て、当時は一般会員として当委員会に出席していた私

が、英語圏におけるアジアとくに日本研究の専門家が

参加するいくつかのメーリングリストにアンケートを

流して、意見を収集することになった。2002 年 3 月

の約 2 週間に実施した結果、66 の回答が寄せられた

（うち 7 割が「研究」や「大学レベル教育」に携わっ

ていると答えた）。その中に「いい写真」や「地図お

よび図面」というビジュアルな資料を求める声ととも

に、「学生向き」「大学教育に役立つ」「考古学専門で

ない者でもわかる」など、理解しやすい情報への希望

が多く述べられた。また「列島展の図録の英訳」とい

う具体案も 2 回ほどあった。

　それを受けて、国際交流委員会が主催側の文化庁や

出版社の了解を得て、2004 年より列島展から一部の

遺跡の英訳を日本考古学協会のホームページに載せる

ことになった。毎年、展示される遺跡の中から、委員

会が時代および地域のバランスや話題性を考慮しなが

ら８つぐらいを選別する。そして図録に載っている紹

介文を私が翻訳して、その英訳と写真や図がインター

ネットで公開される。協会ウエブサイトのトップペー

ジ の 左 上 に「Noteworthy Archaeological Sites」（ 注

目すべき考古学遺跡）の言葉にリンクが設けられ、ク

リックすると最新年度の目次ページに着く（現時点で

2014 年 度、http://archaeology.jp/sites/2014/index.

htm）。そこから各遺跡の個別ページへのリンクがあ

り、また目次ページ左上にある「SITE INDEX」とい

うリンクから過去の分の総目次（http://archaeology.

jp/sites/siteindex.html）に着く。そこからは 2004 ～

2013 年度の遺跡の紹介がリンクされている。 

　私は 2010 年に国際交流委員会を退任したが、英訳

は現在までそのまま続けている。こうして 2004 ～

2014 年まで合計 88 遺跡について、列島展の図録に

載っている説明文の英訳および写真や図がインター

ネット上で紹介されている。なかには吉野ヶ里や高松

塚など著名な遺跡や石見銀山のように世界遺産リスト

に最近登録されたものもある。神奈川県の遺跡として

は江戸時代の早川石丁場群・関白沢支群（2007 年）、

幕末・明治の山下居留地（2009 年）、および中世の

下馬周辺遺跡（2014 年）も紹介されている。一般向

きな内容とはいえ、ある程度は海外の方々に受け入れ

られている。私はかつて、韓国考古学を専門とするあ

るアメリカ人から「毎年インターネットに出るのを楽

しみにしている」と直接に言われ、やりがいを覚えた

こともある。 
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　しかし、全てが順調に進んだわけではない。委員会

の検討で遺跡を選択してから、主催側である文化庁に

公開の許可をお願いすることになっている。形式的な

やりとりとなってきた 2010 年に突然、先方が１つの

遺跡の英訳・公開に難色を示した。対象は徳島県鳴門

市の板東俘虜収容所跡だったが、第一世界大戦中にド

イツ兵捕虜の収容施設が調査され、確認された製パン

所や兵舎、合わせて当時の写真等の資料で捕虜の生活

を描く内容であった。なぜか、文化庁より敏感な反応

を引き出した。「戦争に関する歴史認識が訳文により

微妙に変わる危惧がある」との理由で他の遺跡を選ぶ

ようにと、実質的に反対された。 

　それを受けた国際交流委員会は真剣に悩んだ。「既刊

行物中から ... 協会の責任で」選択し翻訳して、協会の

ホームページに公開しようと「適切と判断した項目を

文化庁が変更を指示する」ことは「蓋し越権行為であ

る」云々と議論されたが、結局は飲み込むことにした。

なぜか、反抗することによって万が一文化庁との関係

がまずくなり、将来的に列島展の内容が使えなくなる

のは怖かった。毎年は全国から注目される発掘成果を

集め、写真なども付けて一般向きに編集するという作

業は、協会の１つの委員会が独自で行うには到底無理

な話である。言い換えれば、海外に日本の発掘成果を

紹介するため列島展は非常に便利な資料であって、続

けてその目的に活かしていきたいと思う。

　去る 2015( 平成 27）年５月 9 日土曜日、2015 度の神奈川県

考古学会総会が開催されました。総会終了後には、恒例のかな

がわ考古学トピックスを開催いたしました。総務が司会を務め、

岡本会長からの挨拶に続き、次第に沿って討議が行われました。

議事 1：2014 年度事業報告

　【総務】2014 年 5 月 10 日神奈川県考古学会 2014 年度総会を開

催 ( 於：神奈川県埋蔵文化財センター研修室）、役員会を 2014 年 4

月 16 日、7 月 16 日、11 月 19 日、2015 年 3 月 18 日の 4 回、幹

事会を 2014 年 5 月 21 日、9 月 17 日、2015 年 1 月 21 日の 3 回

実施 ( 於：かながわ労働プラザ）。【会誌】『考古論叢神奈河』21 集を

2015 年 3 月 30 日刊行。【連絡誌】『考古かながわ』52 号を 2014

年 9 月 25 日、53 号を 2015 年 2 月 20 日に発行。【講座】2015 年

2 月 22 日「相模国を創る—古代の役所と寺院—」開催（於：茅ヶ

崎市役所分庁舎 6 階コミュニティホール）、参加 185 名。【発表会】

2014 年 10 月 26 日第 38 回神奈川県遺跡調査・研究発表会開催 ( 於：

横浜市歴史博物館講堂 )、参加 137 名。【見学会】第 1 回 2014 年 9

月６日「発掘された日本列島 2013」展（於：東京都江戸東京博物館）

の見学等、参加 17 名。第 2 回 2015 年 1 月 11 日「かながわの遺

跡展『発掘された御仏と仏具—神奈川の古代・中世の仏教信仰ー』」

展 ( 於：神奈川県立歴史博物館）見学、参加 26 名。第 3 回 2015

年 3 月 21 日「古代高座郡関連の遺跡めぐり―茅ヶ崎市下寺尾官衙

遺跡群をさぐる―」参加 28 名。【ホームページ】Web 版「考古か

ながわ」の管理・運営。【20 周年記念論集】2015 年 3 月 30 日刊行。

議事２：2014 年度収支決算報告

　総務担当から 2014 年度収支決算について収入と支出の内訳の

説明がありました。続いて監事の大上周三氏、鈴木次郎氏から会

計監査の報告が行われ、出席会員の拍手にて承認されました。

議事３：2015 年度事業計画

　【総務】2015 年 5 月 9 日 ( 土 )2015 年度神奈川県考古学会

総会開催。2015 年 4 月 15 日第 1 回役員会開催、以降隔月に

て役員会・幹事会を開催。日本考古学協会総会にて併催の図書

交換会に参加。【会誌】『考古論叢神奈河』22、23、24 集の刊行。

【連絡誌】『考古かながわ』54 号、55 号の発行。【講座】2016

年冬に講座開催予定。【発表会】2015 年 11 月に第 39 回神奈

川県遺跡調査・研究発表会を開催。【見学会】神奈川県内を中

心に発掘調査現場、博物館等で年 3 回程度開催。【ホームページ】

神奈川県考古学会ホームページ Web 版「考古かながわ」の管理・

運営。以上の内容について、拍手にて承認されました。

議事 4：2015 年度収支予算案

　2015 年度予算案 (3 頁参照 ) について、拍手にて承認されました。

議事 5：役員の改選について

　2014 年度までで任期満了の役員 7 名が退任し、新たに 3 名

の役員候補の紹介があり、出席会員の拍手にて承認されました。

　最後に、副会長からの挨拶があり、総会を終了いたしました。

神奈川考古学トピックス 2015：

　今回は、押木弘己氏から「『貞観』紀年銘木簡と伴出土器の

様相」と題して、茅ヶ崎市本村居村 B 遺跡出土の紀年銘木簡

と供出した土器の年代的位置づけについて、また横須賀市教育

委員会の野内秀明氏から「東京湾要塞跡」と題し、国指定史跡

になった明治期の国防に関わる遺構群とその調査成果、保存活

用の取り組みについてお話しいただきました。

総会報告




